
グリップルジャパン
ワイヤを使った省人 ・ 省力化工法のご提案

グリップルとは

海外での実績

－日本建築センター評定取得 B種耐震振れ止めワイヤ工法　ほか－

画期的な農業用ワイヤ留め付け金具の発明を契機に、1989年に設立された英国の建築資材
メーカーです。
現在は建築・土木・農業の各分野に事業を拡げ、フランス・アメリカ・インド・ポーランド・カナダ・
日本に現地法人を設け、世界90カ国、約3,900社のお客様にご採用いただいています。

世界各国の建築分野において、全ねじの代替として電気・空調・配管など
建築設備の吊り下げ支持、振れ止め、落下転倒防止など幅広い用途に、
弊社のワイヤ工法が採用されています。
また、イギリスのBRE認証、アメリカのUL規格・SMACNA認定など、現地
の様々な認証を取得しています。

お問い合わせ先
グリップルジャパン株式会社
TEL 078-681-2121　FAX 078-681-2122
Email japan@gripple.com　
HP https://www.gripple.com/ja-jp/

会社概要
グループ本社 グリップル・リミテッド（英国）

社名  グリップルジャパン株式会社

設立  2018年7月30日

代表者  代表取締役　牧野 貴浩

本社  〒652-0845　
  兵庫県神戸市兵庫区築地町2-57

事業内容 建築・土木・農業用ワイヤ留め付
                け金具および各種建築設備資材
                の輸入販売

主要製品

日本建築センター評定取得
Ｂ種耐震振れ止めワイヤ工法

フレキシブルダクト
ワイヤ吊り工法

配管省力化工法 ＮＥＴＩＳ登録
落下防止ワイヤ工法

90º

                P = 75 kg 

71www.gripple.com

LPB Kit
Low Profile Bracket kits are supplied with Quick 
Twist Compact Clamps for quick and easy
support of pipework within mechanical and 
plumbing services.

• Quick and easy installation – Low Profile Brackets are 
 supplied with universal Quick Twist Compact Clamps 
 featuring quarter turn fixing

• Versatile – bolted directly to soffit or wall

• Saves labour time – Eliminates the need for cutting 
 channel on site, allowing more productive use of labour

•  Universal – For pipe sizes Øext. 17 mm to Øext. 89 mm

• Improves health and safety – No tools or “Hot Works” 
 permit required for installation

CLICK!

Supplied in ready-to-use kits with LPB Bracket sizes 180, 350, 650, 950 and 1 250 mm.

Installation

Available Sizes and Load Ratings

Product codes
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エア・カナダ社（ブランプトン）  

 アマゾン社（シアトル）



日本建築センター評定取得 B種耐震振れ止めワイヤ工法

B種耐震振れ止めとは

一般評定取得の背景

製品紹介

一般財団法人日本建築センター（以下「BCJ」）の『建築設
備耐震設計・施工指針 2014年版』 では、配管等の耐震支
持方法は、SA種・A種・ B種の3種類に規定されています。
SA種・A種の耐震支持では、引張力・圧縮力・ 曲げモーメ
ントのそれぞれ に 対応する部材を使用するよう規定され
ており、B種の耐震支持は引張材のみで構成されるものと
規定されています。
弊社のワイヤ 工法は、このB種耐震支持要件に適合した
工法として、BCJの一般評定を取得しています。
(評定番号-SS0042-01）

グリップルの耐震振れ止めワイヤ工法は、日本同様地震
が頻発するアメリカやニュージーランド等の国々で多数の
採用実績があります。
こうした海外での実績に基づき、日本の建築現場でも幅広
くご採用いただけるよう、建築設備の耐震設計・施工に関
する指針策定において、国内で最も権威ある第三者機関
であるBCJの一般評定を取得しました。

ユニグリップタイプ 

－金具一体型タイプ

－最大6倍の施工性

－2㎜・3㎜・4.75㎜径
    のワイヤに対応

－金具とブラケ ットが独立。
    様々なチャンネル材 に取り
    付け可能。

－2㎜・3㎜・4.75㎜・6㎜径
    のワイヤに対応

ロッカブルプラスタイプ

一般的なB種耐震
支持例*

（斜材部：全ねじ）

* 図は一般財団法人日本建築センター『建築設備耐震設計・施工指 
   針 2014年版』　81ページから引用。

建築設備耐震設計・
施工指針 2014年版

BCJ評定書

弊社B種耐震振れ
止めワイヤ工法

（斜材部：ワイヤ ）

>Max
kg/lbs

>60°

>60° >60°

材質
ロッカブルプラス

•  ハウジング部分－亜鉛合金
• ローラー部分－セラミック
• スプリング部分 － ステンレス
• エンドキャップ部分 － UV安定化ホモポリ 
                                                マー プロピレン
• ハウジング部分 － 亜鉛合金

スタンダードブラケット
•  AISI1050(機械構造⽤炭素鋼）

ループ
• ワイヤロープ － 亜鉛メッキ加工高張力鋼
• カシメ － アルミニウム

45度アイレット
• 本体 ー 鋼
• 仕上げ加工 － 光沢亜鉛メッキ

取り付け角度が 
30°～60°の範囲
内になるよう施工
ください。

施工の際はワ
イヤのたるみを
取り除いてくだ
さい。

施工後に留め付け
金具のロックが掛か
っていることを確認
してください。

取得認証／評定
・ 日本建築センター 一般評定（BCJ）
　 評定番号-SS0042-01　

・新技術情報提供システム（NETIS）
   登録番号：KK-200052-A

ループ

ブラケット　
（6㎜⽤）

ブラケット
（2~4.75㎜⽤）

ロッカブルプラス － B種耐震振れ止めワイヤ工法

•  施工性 － 従来工法と比較して最大3倍速く取り付けが可能。

•  利便性 － 現場ですぐに施工可能なキットでご提供。

•  確実性 － 安全性を考慮し、一体型ロックによりワイヤを完全に固定することが可能。

•  シンプル － ワイヤの長さを簡単に調節可能。

30 - 60°

グリップル社は継続的な発展と革新を目標に日々開発を行っております。 
そのため、予告なく仕様を変更する場合がございます。

BUS-PI-LCKP-JAP-3827

施工方法 施工時の留意点

特徴／利点

www.gripple.com

日本建築センターの評定を取得した、建築設備の耐震振れ止め用キットです。
『建築設備耐震設計・施工指針2014年版』が定める、B種耐震支持要件に適合しています。

ご使用可能な端末金具／ブラケット

1．

3．

5．

2．

4．

ワイヤの端末は、最低でも10cm
は接続金具から出ていることを確
認してください。

100 mm

6．

7．

グリップル ジャパン株式会社 | 〒652-0845 兵庫県神戸市兵庫区築地町2-57 
電話番号 +81 (0)78-681-2121 Fax 番号 +81 (0)78-681-2122 Email japan@gripple.com

スラブ側 機器側

45度アイレット

スタンダード スタンダード

スタンダード     
ブラケット

－端末加工済みワイヤと留め付け金具とのキットでご提供。
－ワイヤの端末金具は用途に合わせて選択可能。
－ワイヤ長は１m単位で指定可能（1m/2m/3m/5m）。



施工手順とワイヤ選定方法

施工条件

メリット

施工手順（ユニグリップタイプ） ワイヤ選定方法

振れ止めピッチ間の被支持材の総重量（XB）
を算出し、下表からそれを上回る許容重量の
ワイヤ径を選定。
例： XB＝100㎏の場合 ⇒ 3㎜径（194.9㎏）

① 吊り長さは2,000㎜以内
② 横架材の幅は2,000㎜以内
③ ワイヤの取り付け角度は30°～60°の範囲
④左右のアンカー位置は、原則、吊りボルトで
    使用している2 個のアンカーと一直線上

※上記の施工条件は、 BCJ一般評定を弊社が取得した際の設定条件に基づいています。
    上記の条件に適合しない場合は、現場条件に合わせて弊社が検討を行い、適切な施工方法と製品をご提案いたします。

－在来工法と比較して最大6倍早く施工可能。（ユニグリップタイプの場合）
－作業者のスキルに依存せず一定の施工品質を確保でき、施工品質の
    管理も容易になり施工標準化に貢献。
－労務費も含めたトータルコストを、在来工法と比較して20～30％削減。
－キットでお届けするため、現場での部材加工は一切不要。
－部材の軽量・小型化による運搬・保管の手間を軽減。
－全ねじ工法からワイヤ工法に切り替えることで、CO₂ 排出削減に貢献。 ユニグリップタイプ

施工動画

① 吊り長さは2,000㎜以内でご使用ください。

② 横架材の幅は2,000㎜以内でご使用ください。

③ ワイヤの角度は30°～60°の範囲で取り付けてください。

④ 左右のアンカー位置は、原則として吊りボルトで使用している2個のアンカーと一直線上に
なるよう施工ください。

① 2,000㎜以内

② 2,000㎜以内

③

上記の施工条件は、日本建築センターの一般評定を弊社が取得した際の設定条件に基づいて
います。
上記の条件に適合しない場合は、現場条件に合わせて弊社が検討を行い、適切な施工方法と
製品をご提案いたします。

④④

施施工工条条件件

§§11  使使用用範範囲囲

P..1

※上記は一般的な取り付け例です。
具体的な方法は現場管理者の指示に
従って施工してください。

※施工角度30～60°以内
に収めること

工程①：

工程④： 工程⑤： 工程⑥：

工程②： 工程③：

ワイヤの張力の調整が必要な場合はボタンを
緩めてから押し込むことで調整できます。

※ワイヤ端部は100㎜以上残し、
長すぎる場合は丸めて処理
することをお勧めします。

100 mm

※上記は一般的な取り付け例です。
具体的な方法は現場管理者の指示に
従って施工してください。

※施工角度30～60°以内
に収めること

工程①：

工程④： 工程⑤： 工程⑥：

工程②： 工程③：

ワイヤの張力の調整が必要な場合はボタンを
緩めてから押し込むことで調整できます。

※ワイヤ端部は100㎜以上残し、
長すぎる場合は丸めて処理
することをお勧めします。

100 mm

※上記は一般的な取り付け例です。
具体的な方法は現場管理者の指示に
従って施工してください。

※施工角度30～60°以内
に収めること

工程①：

工程④： 工程⑤： 工程⑥：

工程②： 工程③：

ワイヤの張力の調整が必要な場合はボタンを
緩めてから押し込むことで調整できます。

※ワイヤ端部は100㎜以上残し、
長すぎる場合は丸めて処理
することをお勧めします。

100 mm

※上記は一般的な取り付け例です。
具体的な方法は現場管理者の指示に
従って施工してください。

※施工角度30～60°以内
に収めること

工程①：

工程④： 工程⑤： 工程⑥：

工程②： 工程③：

ワイヤの張力の調整が必要な場合はボタンを
緩めてから押し込むことで調整できます。

※ワイヤ端部は100㎜以上残し、
長すぎる場合は丸めて処理
することをお勧めします。

100 mm

※上記は一般的な取り付け例です。
具体的な方法は現場管理者の指示に
従って施工してください。

※施工角度30～60°以内
に収めること

工程①：

工程④： 工程⑤： 工程⑥：

工程②： 工程③：

ワイヤの張力の調整が必要な場合はボタンを
緩めてから押し込むことで調整できます。

※ワイヤ端部は100㎜以上残し、
長すぎる場合は丸めて処理
することをお勧めします。

100 mm

工程①： 工程②：

工程③： 工程④：

 工程⑤： 工程⑥：

ロッカブルプラスタイプ
施工動画



フレキシブルダクト　ワイヤ吊り工法

工法概要

製品紹介

施工手順

メリット

フレキシブルダクトの吊り施工において、全ねじや吊り
バンドに替えて、グリップルのワイヤ留め付け金具と
予め片側が端末加工されたワイヤとのキットを用いる
工法です。

ワイヤ留め付け金具は、長さ調節がボタン押しで簡単に行える「エキスプレス」タイプがセット
になっています。ワイヤは端末金具が鋲打機対応タイプのものと、W3/8 全ねじタイプのもの
から選択できます。ワイヤ長は１m 単位で指定可能です（1m/2m/3m/5m）。

エキスプレス ワイヤ端末金具
左：全ねじタイプ
右：鋲打機タイプ

保護バンド

「フレキシブルダクト・ワイヤー工法施工手順」

BUS-INST-BUS-JAP-2817

グリップル ジャパン株式会社〒652-0845 兵庫県神戸市兵庫区築地町2-57
電話番号 : +81 (0)78-681-2121 Fax 番号 : +81 (0)78-681-2122 Email japan@gripple.com

www.gripple.com

1. バンドを必要数、隙間の無い様に重ねる 2. ハンガーを先にワイヤーに通し、
バンドを付ける

3. 天井へ施工

4. ダクトを乗せ、ハンガーにワイヤーを通す。 5. 高さを調整し、ワイヤー端部を10cm以上残し、施工終了

10 cm

「フレキシブルダクト・ワイヤー工法施工手順」

BUS-INST-BUS-JAP-2817

グリップル ジャパン株式会社〒652-0845 兵庫県神戸市兵庫区築地町2-57
電話番号 : +81 (0)78-681-2121 Fax 番号 : +81 (0)78-681-2122 Email japan@gripple.com

www.gripple.com

1. バンドを必要数、隙間の無い様に重ねる 2. ハンガーを先にワイヤーに通し、
バンドを付ける

3. 天井へ施工

4. ダクトを乗せ、ハンガーにワイヤーを通す。 5. 高さを調整し、ワイヤー端部を10cm以上残し、施工終了

10 cm

－全ねじを用いた従来工法と比較して、1箇所あたり最大で約76%施工時間の短縮が可能。
－吊り部材のみの先行取り付け、ダクトの仮吊り、容易な吊り高さの調整など、現場での柔軟
    な施工を実現。

ダクトの仮吊りも可能上記の3部材をプリセット
した状態でご納品。現場で
すぐに取り付け可能。

工程 ①

工程 ④ 工程 ⑤

工程 ② 工程 ③



カテナリー工法
（メッセンジャーワイヤ工法）

メッセンジャーワイヤの施工において、従来の巻き付けグリップ
やターンバックルに替えて、グリップルのワイヤ留め付け金具

「ロッカブルプラス」を用いる工法です。
吊元へのワイヤ両端部の取り付け、架線後にワイヤにテンション
を掛ける作業が劇的に容易になります。

工法概要

「ロッカブルプラス」は内部のくさび機構により、ワイヤを金具
に通すだけの簡単操作でワイヤを吊元に固定できます。
本製品は国土交通省のNETIS登録製品で、鉄道・高速道路など
の公共分野でも数多くの採用実績があります。落下・転倒防止
など幅広い用途に使用いただける信頼性の高い製品です。

製品紹介

ロッカブルプラス D6
（6mm径ワイヤ用）施工手順

1 2 3 4

5 6 7 8

D DMax
60º

L > D

Min  Min  
10 cm

Max
60º

Free Span

D3 - 30 kg max
D6 - 100 kg max

L

L > D

L10 cm Max
60º

※安全率についてはご要望に応じて、現場で使用される被支持材の重量、ワイヤ径間、ワイヤ弛度等に基づき、弊社にて算定いたします。 

－ワイヤ両端部への巻き付けグリップなどの取り付けは不要。ワイヤへの緊張掛けも専用ツール
を使用して簡単に行えるので、ターンバックルなどの部材も不要。

－施工手順はワイヤを金具に通し専用ツールでワイヤを引っ張るだけなので、誰でも簡単に施工
できます。施工の標準化につながります。

－部材数減による材料費の削減と、作業時間短縮による労務費の削減により、施工に掛かる
トータルコスト削減に貢献します。

メリット



チャンバーボックス　ワイヤ吊り工法

吹出/吸込チャンバーボックスの取り付け施工において、従来の
全ねじに替えて、ワイヤ留め付け金具と予め片側が端末加工され
たワイヤとのキットを用いる工法です。
天井スラブへの仮吊り、天井下地に固定する際の高さ調整が劇的
に容易になり、施工後は落下防止ワイヤとしても機能します。

工法概要

ワイヤ留め付け金具「テラピーゼ」は、チャンバーボックスの吊り高さ
を内蔵ピンにより簡単に調節できる金具です。ワイヤは、端末金具が
鋲打機対応タイプのものと、W3/8全ねじタイプの2種類があります*。
ワイヤ長は１m単位で指定可能です （1m/2m/3m）
* 落下防止用途としてもご使用の場合は、W3/8全ねじタイプをご使用ください。

製品紹介

テラピーゼ ワイヤ端末金具施工手順

－現場ですぐに使用可能なキットになっており、現場での部材加工は一切不要。
－全ねじ工法における吊り高さ調整時の、煩雑なナットの位置調整が不要。
－全ねじを用いた従来工法と比較して、1箇所あたり最大約80%施工時間を短縮。
－天井下地にチャンバーボックスを固定後も、落下防止ワイヤとして機能。

メリット

チャンバーボックス上部の全ねじ用
下穴にワイヤ留め付け金具を挿入
する

チャンバーボックスの外側から専用
ワッシャーで、ワイヤ留め付け金具
を固定する

ワイヤ留め付け金具にワイヤを通す 天井下地への固定時、ワイヤ留め
付け金具の内蔵ピンを引いて、
チャンバーボックスの高さを調整
する

チャンバーボックスを天井に固定後
は落下防止ワイヤとして機能

天井スラブにワイヤを固定する

1

4

2 3
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国土交通省ＮＥＴＩＳ登録工法
落下防止ワイヤ工法

製品紹介

施工手順

メリット（従来工法との比較）

ワイヤ留め付け金具とワイヤがキットになった製品で、ワイヤを金具
内部の穴に挿入するだけで簡単に施工できます。従来のオーバル
スリーブやワイヤクリップを用いる工法と比較して、3～10倍程度
施工時間を短縮できます。さらに、使用部材数を減らし、誰が施工し
ても均一な施工品質を確保できます。鉄道・高速道路・建築の各分野
で多数の採用実績があります。 (NETIS登録番号 KK-200052-A)

ロッカブルプラス

1110

耐震用振れ止め、落下防止、転倒防止用に地震等の災害
による振れや振動を想定して設計。

施工性 － 従来の方法と比べ使用部材が少なく、 最大で6倍速く取り付けが 可能。
確実性 － 安全性を考慮し、一体型ロックを使用しワイヤーを完全に固定するこ
とが可能。
高強度 － 地震等の災害の際の振れや振動を想定して設計。
シンプル － 簡単にワイヤーの長さを調節可能。
多機能 － 室内・室外問わず使用可能。

ロッカブルプラス

D2 D3 D4 D6

ワイヤーの両端を梁や壁等に固定し、ワイヤーを張る
ことで簡単に「広告や照明器具」等の取り付け部
を作成。頭上に取り付け部がない、もしくはドリルを使
えない現場等に最適。
多機能	－ 照明や看板など様々な用途にも容易に使用可能。
施工性 － 従来の方法と比べ使用部材が少なく、従来工法と比べ取り付けを
最大で6倍速く完了することが可能。
デザイン － 施工後の景観を損なわない目立たない加工を施し、コンパクト
な収納を実現。
安全 －「切断作業」等は不要。これにより作業現場での健康面や安全面が改
善されます。
シンプル － グリップル製テンションツールを使用することで、高所での作業
にかかる時間を短縮。
確実性 － ロッカブルプラス 内蔵のロックシステムにより、振動による緩みを
防止。
品質ー各国で必要となる認証は取得済。
軽量性 － 作業現場での輸送や取り扱いが容易。建物の構造にかかる負荷を
削減。

 カテナリー工法

No. 3
30 kg

安全係数５（フリースパン）

No. 6
100 kg

安全係数５（フリースパン）

振れ止め用途でご使用の際は
別紙の製品情報記載の振れ止
め用適正荷重値を参考にして
ください。

ご使用可能なサイズおよび適正荷重ご使用可能なサイズおよび適正荷重

取り付け方法 取り付け方法
解除 解除

使用方法等に関して、ご不明な点がございましたら、グリップルジャパン株式会社へお問い合わせください。 使用方法等に関して、ご不明な点がございましたら、グリップルジャパン株式会社へお問い合わせください。

すべてのグリップルハンガーはキットでお届けをします。端末金具とワイヤーの長さを１ｍ単位でお選び頂けます。 すべてのグリップルハンガーはキットでお届けをします。端末金具とワイヤーの長さを１ｍ単位でお選び頂けます。

※使用用途に応じた推奨安全係数については、弊社までお問い合わせください。

*出典：NETISデータベースから抜粋

国土交通省NETIS登録工法
落下防止ワイヤシステム
グリップル：ロッカブルプラス

＜従来技術とグリップル工法比較＞

＜従来と比べ、経済性・工期短縮に優れ、道路/鉄道付属施設内、設備照明等に最適＞

*出典：NETISデータベースより抜粋登録番号（KK-200052-A)

＜製品：ロッカブルプラス＞

•	 ダブルロック機構で更に安心
•	 落下・振れ・転倒防止に最適
•	 屋外での使用可能
•	 ワイヤ呼び径：2㎜~6㎜まで対応
•	 特許取得済製品(特許第5964223号)
•	 ワイヤ材質：ステンレス、亜鉛メッキ、	
亜鉛アルミニウム（ガルバ）

＜施工イメージ＞

＜施工方法＞

ワイヤ端部を金具に通し、ロックをして完了

ロック/解除方法

お問合せ先	：	グリップルジャパン株式会社	：	Japan@gripple.com
本社	：	〒652-0845	兵庫県神戸市兵庫区築地町2-57/電話：	078-681-2121	・	FAX	:	078-681-2122

ワイヤの解除方法

経済性

-49%

-91%

従来技術 グリップル

339万

（材料費）
（労務費）

*ワイヤクリップ
使用時

171万
（材料費）
（労務費）

従来技術 グリップル

工期短縮

8.44日

（施工日数）

*2㎜径ワイヤ
1000本施工時

0.76 日

対応ワイヤ呼び径 6.0mm
設計荷重 1,625kg

対応ワイヤ呼び径 4.0mm
設計荷重 750kg

対応ワイヤ呼び径 3.0mm
設計荷重 450kg

対応ワイヤ呼び径 2.0mm
設計荷重 225kg

・ ダブルロック機構で更に安心
・ 落下・振れ・転倒防止に最適
・ 屋外での使用可能
・ ワイヤ呼び径 2㎜/3㎜/4㎜/6㎜に対応
・ 特許取得済製品(特許第5964223号)
・ ワイヤ材質はステンレス、亜鉛メッキ、            
    亜鉛アルミニウム（ガルバ）の3種類



製品紹介

施工手順

製品バリエーション

メリット

バンド部にワイヤロック機構を採用した配管・スパイラルダクト
用吊りバンドです。
配管サイズに合わせてワイヤを絞って調整することで、一製品
で直径15mm～710mmまでの配管・スパイラルダクトに使用で
きます。
径毎の材料の拾い出しや部材管理の負担を劇的に軽減します。
ワイヤを留め付け金具に通すだけで誰でも簡単に施工でき、
施工標準化に貢献します。

－従来の吊りバンドと比較して最大６倍の施工性を実現。
－ワイヤを絞ることでサイズ調整が可能なため、一製品で直径15mm～710mmまでの配管・スパイラルダクト
     に対応。 安全荷重は 75㎏（安全係数3）。
－付属の絶縁スリーブによりSUS管にも使用可能。 また、断熱材との併用も可能。
－ゴムパッドが配管の振動によるノイズを最大14㏈a低減。
－ワンタッチタイプは、グリップル製チャンネル材と組み合わせて使用することで更なる施工時間の短縮が
     可能。

ユニバーサルクランプ

全ねじタイプ
（W3/8)

ワンタッチタイプ グリップルチャンネル
（サイズ：240㎜～1,540㎜)

Kooltherm®
保温材

グリップルチャンネル
薄型タイプ

（サイズ：250㎜～1,550㎜)

アクセサリー

 配管省力化工法　ワイヤ式吊りバンド

全ねじタイプ
W3/8全ねじボルトに取り付け、パイプ等を金具のゴム
パッド部に押し当てながらワイヤを金具に挿入し固定。

ワンタッチタイプ
グリップルチャンネルに金具を差し込んで回すだけで

       簡単に取り付け可能。


